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ICTの教育利用３０年の系譜
年 国の動向 黒田の動向

1990 修士論文「コンピュータを用いた小学校図形教育について」

1993 中学校学習指導要領完全実施 技術家庭科「情報基礎」（文部省）

1995 １００校プロジェクト開始（通商産業省） TV会議システムを用いた遠隔協働学習開始（三菱電機）

1996 こねっとプラン開始／１０００校プロジェクト開始（文部省・郵政省）

2001 e-Japan戦略開始（総務省）

2003 高等学校学習指導要領完全実施 教科「情報」（文部科学省）

2005
大学通信教育課程においてブレンディッド型講義配信システ
ムの認可（佛教大学）

2011 フューチャースクール推進事業（総務省）

2016 多言語対応版算数・数学動画コンテンツ制作開始

2018
「未来の教室」とEdTech研究会 第１次提言（経済産業省）
Society 5.0に向けた人材育成（文部科学省）

2020 GIGAスクール構想の早期実施（小中学生一人一台） 黒田先生と一緒に学ぼう！算数動画制作開始

2022 高等学校学習指導要領完全実施 情報科 共通テスト開始（2025年） ウクライナ語による算数・数学学習支援プロジェクト開始

2022 算数授業要約ちゃんねる開始



プログラミングを
取り入れた
算数教育

◼ １年生：座標幾何
的な図形の扱い

◼ ４年生：平行、対称
運動

◼ ５年生：相似変換、
アフィン変換
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GIGAスクール構想

文部科学省ホームページ「GIGAスクール実現推進本部について【資料３－１】「児童生徒１人１台コンピュータ」の
実現を見据えた施策パッケージ（案）」令和2年



教材はこの程度

学習指導要領でもプログラミングの手引きでも

文部科学省「小学校プログラミング教育の手引き」
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折れ線の幾何

左：遠山啓「悪しき遺産」『教育科学 算数教育』No.39,4月号，明治図書，1962年，p.10
右：長妻克亘「折れ線を中心とした新しい図形教育の考え方」『教育科学 算数教育』No.39,4月号，明治図書，1962年，p.13

60年前に開発・実践・失敗



タートル・ジオメトリー

S.パパート著，奥村貴世子訳『マインドストーム』未来社，1982年（英語版は1980年），表紙裏



タートル・ジオメトリー

S.パパート著，奥村貴世子訳『マインドストーム』未来社，1982年（英語版は1980年），p.11,p.107
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GIGA時代の図形の内容の扱い

①関数電卓による複雑な数値計算を取り入れ

た、現実事象の図形的な解明

② STEAM教育の理念を取り入れ、折り紙など

での美的・実用的作品制作と数学の融合

③ コンピュータと３Dプリンターを用いた、精度

の高い具体的な制作活動による立体の切断

や回転体の制作



シンガポールの数学授業（高校1年）

◼ 関数電卓は小学校
5年生から必携

◼ ソフトウェアは学校
毎にカスタマイズ

◼ 機器操作に堪能な
生徒が教員をサ
ポート

◼ 論理的思考力の育
成に重点化



三角比（鋭角） 中学第2学年



演習問題 中学第2学年



折り紙
数学（M）

最適化に基づく
問題解決

② 折り紙船

③ 折り紙傘① 折り紙模型

工学(E)

STEAM教育と
折り紙



扱う高校数学内容（黄色）

展開図の設計

関数電卓は必須

作品づくり
のために
学んだ数
学を総動
員

制作
完成



立方体の切断(中学校 数学)



金属結晶構造モデル(高校 化学)
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従来の指導では扱えなかった回転体の内容が

ICTを利用することで扱えるようになる

回転体について



算数授業要約ちゃんねる


